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琉球大学理工学研究科海洋環境学専攻

ニシン目魚類は魚類の全i魚獲量の２０～４０％を占める水産資源として重要な

分類群であるだけでなく，本目魚類の仔稚魚は魚類プランクトン群集において

も優占的に出現するため，これらニシン目魚類の仔稚魚を同定・識別すること

は極めて重要である．しかし，琉球列島を含む熱帯域でのニシン目魚類仔稚魚

の研究は不十分であり，その多様性と形態的類似性もあって同定・識別は困難

なまま残されてきた．琉球列島は熱帯域の辺縁部にあり，ニシン目魚類を構成

する多くの分類群はここを北限として分布する．そのため，琉球列島に分布す

るニシン目魚類の初期生活史を明らかにし，種の識別法を確立することができ

れば，熱帯域におけるニシン目魚類の資源学や生態学的な研究のための基礎情

報だけでなく，インドー西太平洋域における多様なニシン目魚類仔稚魚の分類

に有用な情報を提供できる．

そのため演者らはこれまでにも琉球大学所蔵の本目魚類の成魚標本を基に，

稚仔魚の同定に有効と考えられる筋節数．鰭条数などの計数形質及びｍｔＤＭ

ｌ６Ｓ部分塩基配列情報（約S00bp）の両面において，‘情報の充実に努め，そらら

の仔稚魚研究への有効’性を検討し，より簡便，正確なニシン目魚類稚仔魚の同

定手法の確立をすすめてきた．

現在,琉球列島からは３科12属２０種のニシン目魚類が知られているが(未

記載種と考えられるサッパ属２種を含む)，その内，サッパ属の1種（便宜上

Sα'9cﾉﾉ"e"αsP2とする）については，これまで標本数が限られており，各計数形

質の変異幅及びｍｔＤＮＡ１６Ｓ部分塩基配列情報は不明であった．

今回，２００８年］１月に南城市知念海野の大型定置網から本種標本１３個体が得

られたので，その特徴を報告するとともに，これまでに知られている同属他種

と形態形質及びmtDNAl6S部分塩基配列情報の両面から比較を行った．

また，これまで行ってきた琉球列島産ニシン目魚類稚仔魚分類の現状につい

て総括する．


